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コ
ロ
ナ
禍
で
重
症
化
相
次
ぐ

協
会
調
査　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
・
赤
旗
等
が
報
道

施
設
基
準
研
修
会
に
80
人

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
か
ら

国
民
の
暮
ら
し
と
命
を
守
り
、
安
心
・
安
全
な

「
保
険
で
良
い
歯
科
医
療
」
を
発
展
さ
せ
よ
う

歯
初
診
・
外
来
環

第56回
通常評議員会決議

▲
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報
道

▶ 

会
見
に
臨
む
小
澤
理
事
長（
左
）

と
江
原
政
策
部
長
（
右
）

新
型
コ
ロ
ナ
感
染
拡
大
に
よ
り
中
止
す
る

場
合
は
、
紙
面
等
で
ご
案
内
し
ま
す
。　

協会行事案内参加ご希望の方は、必ず事前にお申し込み下
さい。Ｍ＆Ｄホールは保険医会館東隣りです。

お申し込みは
HP　osk-net.org

電　　話　06-6568-7731
ファクス　06-6568-0564

未
入
会
者
と
は
、
会
員
院
所
に
勤
め
る
未
入
会
勤
務
医
で
す

※
協
会
行
事
な
ど
を
本
紙
等
で
報
道
・
紹
介
す
る
た
め
、
講
習
会
な
ど

の
写
真
で
個
人
が
特
定
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
趣
旨
を
ご
理

解
の
上
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
講
習
会
で
の
ビ
デ
オ
撮
影
や

録
音
は
お
断
り
し
ま
す
。

法
律　

９
月
７
日
（
月
）
午
後
２
時
〜
４
時

税
務　

９
月
16
日
（
水
）
午
後
２
時
〜
５
時

雇
用　

９
月
17
日
（
木
）
午
後
２
時
〜
４
時

※
会
場
は
保
険
医
会
館
。
１
週
間
前
ま
で
に
要
申
し
込
み

無料相談

日
時　

８
月
22
日
（
土
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階　
　

定
員　

50
人

講
師　

疋
田
英
司
氏
（
協
会
税
理
士
団
）

会
費　

会
員
、
会
員
家
族
・
ス
タ
ッ
フ
無
料

　
　
　

未
入
会
者
１
万
円

２
０
２
０
税
務
調
査
対
策
セ
ミ
ナ
ー
―
―
税
務
調
査

を
め
ぐ
る
最
近
の
動
向
と
日
常
の
留
意
点

医
科
・
歯
科
経
税
部
共
催
講
習
会

日
時　

９
月
12
日
（
土
）
午
後
６
時
〜
７
時
半

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

森
裕
之
氏
（
立
命
館
大
学
教
授
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

60
人

「
大
阪
都
」
構
想
で
医
療
・
福
祉
は
ど
う
な
る
か

市
民
公
開
講
座

日
時　

９
月
13
日
（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
１
時

会
場　

Ｍ
＆
Ｄ
ホ
ー
ル
（
保
険
医
会
館
東
隣
り
）

講
師　

 

松
本
憲
氏
（
大
阪
大
学
大
学
院
歯
学
研
究
科
招
聘
教

員
）　
　

定
員　

60
人

会
費　

会
員
３
千
円
、
未
入
会
者
１
万
円

顎
関
節
症
の
診
断
と
治
療
の
ポ
イ
ン
ト
―
さ
あ
動
か

そ
う
顎
関
節

９
月
度
生
涯
研
修

日
時　

８
月
30
日
（
日
）
午
後
３
時
〜
５
時

会
場　

保
険
医
会
館
５
階

講
師　

西
谷
文
和
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
）

会
費　

無
料　
　

定
員　

20
人

※
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
で
の
オ
ン
ラ
イ
ン
参
加
も
可
能
で
す
。
そ
の
場

合
は
入
室
コ
ー
ド
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

コ
ロ
ナ
禍
と
憲
法
―
―
世
界
か
ら
見
た
九
条
の
値
打

ち
、
日
本
・
大
阪
で
い
ま
起
こ
っ
て
い
る
こ
と

お
お
さ
か
医
科
・
歯
科
九
条
の
会

　

７
月
26
日
の
第
56
回
評

議
員
会
で
採
択
し
た
決
議

は
次
の
通
り
。◇

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
拡
大
が
歯
科
医
療

者
・
患
者
の
双
方
に
困
難

を
も
た
ら
し
て
い
る
。
い

ま
、
政
府
や
自
治
体
に

は
、
国
民
の
命
と
健
康
、

暮
ら
し
を
守
る
た
め
に
全

力
を
尽
く
す
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

　

感
染
拡
大
の
中
で
患
者

が
減
少
す
る
な
ど
、
歯
科

医
療
機
関
は
か
つ
て
な
い

状
況
に
直
面
し
て
い
る
。

緊
急
事
態
宣
言
下
に
お
い

て
も
医
療
は
休
業
協
力
要

請
の
対
象
外
と
さ
れ
、
国

民
皆
保
険
制
度
の
下
で
地

域
医
療
を
守
る
公
益
的
役

割
が
求
め
ら
れ
た
。
よ
っ

て
、
歯
科
医
療
機
関
が
健

全
に
事
業
を
継
続
で
き
る

控
え
が
深
刻
化
し
て
い

る
。
治
療
の
中
断
や
手
控

え
は
重
症
化
に
つ
な
が
り

か
ね
な
い
。
政
府
は
国
民

の
受
療
権
を
守
る
た
め
に

暮
ら
し
と
生
業
を
全
力
で

公
衆
衛
生
と
医
療
体
制
を

強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。

　

大
阪
の
地
方
政
治
で
も

自
治
体
の
役
割
が
問
わ
れ

て
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
感

要
な
の
は
、
行
政
機
構
の

変
更
に
多
額
の
予
算
や
時

間
を
費
や
す
こ
と
で
は
な

く
、
市
民
や
中
小
業
者
、

医
療
機
関
な
ど
の
苦
難
に

寄
り
添
い
、「
第
２
波
、

　

経
済
効
率
や
大
企
業
利

益
を
最
優
先
に
し
、
雇
用

と
社
会
保
障
を
破
壊
し
て

き
た
政
府
の
姿
勢
が
、
コ

ロ
ナ
禍
で
の
国
民
生
活
の

困
窮
と
医
療
崩
壊
の
危
機

を
拡
大
さ
せ
た
。

　

安
心
・
安
全
な
歯
科
医

療
を
求
め
る
国
民
の
期
待

に
こ
た
え
る
た
め
に
は
、

安
倍
政
権
が
進
め
る
社
会

保
障
費
削
減
路
線
を
転
換

さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
私
た
ち
は
、
社
会
保

障
を
充
実
さ
せ
、「
保
険

で
良
い
歯
科
医
療
」
を
発

展
さ
せ
る
そ
の
先
頭
に
立

つ
決
意
を
表
明
す
る
。

よ
う
、
政
府
は
必
要
な
財

政
的
補
償
を
す
べ
き
で
あ

る
。

　

感
染
へ
の
不
安
や
雇
用

状
況
の
悪
化
か
ら
経
済
的

理
由
に
よ
る
患
者
の
受
診

支
援
す
べ
き
で
あ
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
は
公
衆
衛
生

や
医
療
提
供
体
制
の
脆
弱

さ
を
明
ら
か
に
し
た
。
政

府
は
保
健
所
や
公
的
病
院

の
削
減
路
線
を
見
直
し
、

染
症
対
策
に
総
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
維
新
府
政
は
11
月

１
日
に
「
大
阪
都
構
想
」

の
住
民
投
票
を
実
施
し
よ

う
と
し
て
い
る
。
い
ま
必

第
３
波
」
に
備
え
る
こ
と

だ
。
大
阪
市
を
廃
止
・
分

割
す
る
「
大
阪
都
構
想
」

を
進
め
る
「
住
民
投
票
」

の
実
施
に
断
固
反
対
す

る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
困
難
な
折
、

暑
中
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
減
っ
て
い
た
患
者
さ
ん

が
徐
々
に
回
復
し
て
明
る
い

兆
し
が
見
え
る
よ
う
で
す

が
、
時
間
に
追
わ
れ
ず
じ
っ

く
り
診
療
で
き
る
時
で
す
。

ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
で
す
。

　

テ
レ
ビ
の
大
画
面
に
ア
ッ

プ
さ
れ
た
タ
レ
ン
ト
さ
ん
達

の
、
一
見
綺
麗
に
見
え
る
人

工
の
前
歯
に
歯
冠
形
態
の
大

き
す
ぎ
、
顔
貌
と
の
不
調

和
、
冠
辺
縁
の
不
適
、
コ
ン

タ
ク
ト
不
良
、
自
浄
性
不
良

等
の
問
題
点
を
見
つ
け
る
こ

と
が
多
い
。

　

生
ま
れ
な
が
ら
の
天
然
の

歯
は
、
自
然
の
原
理
に
従
っ

て
進
化
し
た
結
果
で
あ
り
、

う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

私
た
ち
歯
科
医
が
良
し
と
し

て
や
っ
て
き
た
仕
事
に
は
盲

点
や
弱
点
が
多
く
、
反
省
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に

気
付
い
て
い
る
で
し
ょ
う

か
。

　

歯
の
触
覚
は
歯
根
膜
に
あ

り
、
皮
膚
感
覚
と
同
じ
位
、

敏
感
。
外
傷
性
咬
合
は
こ
の

繊
細
な
歯
根
膜
と
歯
槽
骨
の

組
織
を
壊
し
、
歯
牙
の
動
揺

・
喪
失
の
原
因
と
な
る
。

　

歯
を
守
る
た
め
の
留
意
事

項
を
挙
げ
て
行
く
と
、
①
使

用
材
料
の
物
性
（
膨
張
・
収

縮
・
表
面
張
力
）
で
生
じ
る

誤
差
の
修
正
②
修
復
物
の
歯

頚
線
は
元
の
天
然
歯
の
歯
頚

線
と
同
じ
位
置
に
し
、
根
分

岐
部
を
再
現
③
観
察
修
正
す

る
修
復
物
に
対
す
る
視
点
の

位
置
を
決
め
る
④
残
存
す
る

天
然
歯
の
形
態
に
合
わ
せ
る

―
―
等
、
こ
の
ス
キ
ル
の
奥

は
深
い
。

　

小
澤
力
理
事
長
と
江
原
豊

政
策
部
長
は
22
日
、
記
者
会

見
を
開
き
、
協
会
が
実
施
し

た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
歯
科
医
療
へ
の
影
響

に
関
す
る
調
査
（
６
月
実

施
）
の
結
果
を
報
告
し
た
。

　

江
原
部
長
は
、
８
割
超
の

歯
科
医
院
が
昨
年
同
時
期
と

比
べ
て
「
患
者
が
減
っ
た
」

と
回
答
し
た
こ
と
を
受
け
、

「
緊
急
事
態
宣
言
解
除
か
ら

一
カ
月
た
っ
た
が
未
だ
患
者

は
戻
っ
て
い
な
い
」
と
強

調
。
ま
た
受
診
を
中
断
し
た

後
、
急
性
症
状
で
来
院
し
た

患
者
が
「
い
た
」
と
回
答
し

た
歯
科
医
院
が
７
割
近
く
に

上
っ
た
こ
と
を
受
け
、「
感

染
を
恐
れ
た
患
者
に
よ
る
過

度
の
受
診
抑
制
が
起
こ
っ
て

お
り
、
重
症
化
事
例
も
報
告

さ
れ
て
い
る
」
と
コ
ロ
ナ
禍

の
健
康
増
悪
に
警
鐘
を
鳴
ら

し
た
。

　

小
澤
理
事
長
は
、「
自
己

判
断
で
治
療
を
や
め
る
こ
と

は
避
け
て
ほ
し
い
。
少
し
で

も
心
配
が
あ
れ
ば
、
主
治
医

に
相
談
し
て
ほ
し
い
」
と
府

民
に
呼
び
か
け
た
。

　

調
査
結
果
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
、
赤

旗
等
が
報
道
し
た
。

　

社
保
研
究
部
は
７
月
19

日
、「
初
診
料
の
注
１
」
と

「
歯
科
外
来
診
療
環
境
体
制

加
算
１
、
２
」
の
施
設
基
準

に
係
る
研
修
会
を
開
催
し

た
。
佐
々
木
昇
氏
（
尼
崎
中

央
病
院
歯
科
口
腔
外
科
部

長
）
を
講
師
に
、
80
人
が
参

加
し
た
（
写
真
）。

　

佐
々
木
氏
は
、
①
院
内
感

染
防
止
対
策
②
偶
発
症
に
対

す
る
緊
急
時
の
対
応
③
医
療

事
故
対
策
な
ど
の
医
療
安
全

対
策
に
つ
い
て
解
説
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
特
徴
に

触
れ
、
医
院
で
で
き
る
具
体

的
な
予
防
法
を
紹
介
し
た
。

ま
た
、
医
療
安
全
の
観
点
か

ら
▽
エ
ッ
ク
ス
線
や
Ｃ
Ｔ
は

写
っ
て
い
る
も
の
全
て
を
読

影
す
る
こ
と
▽
怪
し
い
症
例

は
抱
え
込
ま
な
い
こ
と
を
先

生
は
じ
め
ス
タ
ッ
フ
も
共
有

す
べ
き
と
強
調
し
た
。
ハ
イ

ン
リ
ッ
ヒ
の
法
則
を
引
用

し
、
ミ
ス
の
事
例
を
収
集
分

析
す
る
こ
と
、
対
策
の
立
案

に
役
立
て
る
こ
と
に
重
点
を

お
き
、
ミ
ス
を
責
め
ず
報
告

し
や
す
い
院
内
の
雰
囲
気
づ

く
り
に
努
め
て
ほ
し
い
と
呼

び
か
け
た
。

こ
れ
に
優
る
も
の
は
な
い
。

歯
医
者
さ
ん
に
熱
心
に
通
っ

て
、
結
局
は
総
入
れ
歯
に
な

っ
た
と
し
た
ら
、
そ
れ
は
ど

歯冠修復で
歯を守るためのスキル

高槻市・久松　聰

会
員
投
稿


